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世
界
の
平
和
と

祖
国
の
弥
栄
を
祈
る

四
七
〇
柱
の

英
霊
を
迎
え

国
見
町
慰
霊
祭

菊
花

か
お
る
十
一
月
二
日
、
新

装

成
っ

た
藤
田
小
学
校

体
育
舘
で

護
国

の
英
霊
四
百
七
十
柱
の
慰
霊

祭

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

は
、
町
と

町

遺
族
会

と
の
共
催
で
、
来
賓
多

数
参
列

の
も

と
に
、
国
歌
斉
唱
、

默
檮

、
町
長

の
式
辞
、
県
官
を
は

じ
め
来
賓
の
追
悼

の
辞

が
あ
り
、

最
後

に
神
官

僧
侶

の
祝
詞
、
読

経

が
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
感
激

の
う
ち

に
わ
が

子
、
わ
が
夫

、
わ
が
父

に
久
び
さ

の

対
面

を
し
た
遺
族

た
ち
は
、

お
互

い
に
し
っ
か
り
と
手

を
に
ぎ
り
、

世
界
の
平

和
と
祖
国

の
弥
栄
を
祈

っ
た
。
尚
午
後
は
、
遺
族
会

県
連

合
会
提
供
「
靖
国

の
四

季
」

を
は

じ
め
「
民
友
ニ
ュ
ー
ス
」
　「
歌
の

花
束
」
　「
末
っ
子
大
将
」
な

ど
お

も
し
ろ
い
映
画
が
あ
っ

た
。

【
写
真
】
は
慰

雪
祭
当
日

の
会
場

国
見
町
土
地
改
良
区

統
合
成
る

総
代
役
員
な
ど
決
る

こ
れ
ま
で
五
地
区

に
あ
つ
た
土

地
改
良
区
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

今
春
か
ら
準
備

委
員
会

を
設
け
て

推
進
を
は
か
り
、
各
地
区
共
そ
れ

ぞ
れ
総
会
ま
た
は
総
代
会

を
開
い

て
合
併
の
決
議
を
行

な
い
、
渮
長

期
債
を
受
け
て
い
る
晨
林
中

金
そ

の
他
金
融
機
関
の
承
認

を
受
け

る

な

ど
い
ろ
い
ろ
の
手
続
き

を
経
て

六
月
県
に
申
請
中
の
と
こ

ろ
、
八

月
四
日
県
報
に
告
示

さ
れ

、
県
知

事
よ
り
認
可
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
国

見
町
迴
挙

管
理
委

員
会
は
、
総
代
の
選
挙
に
つ
い
て

八
月
三
十
一
日
告
示
、
九

月
二
十

日
迴
挙
を
行
な
っ
た
結
果
後
記
の

通
り
当
迴
し
た
。
ま
た
、
十

月
五

日
総
代
会
を
開
き
、
役
員
迴
挙
を

行
な
い
、
理
事
監
事
を
選
び
、
つ

い
で
十
月
十
四
日
理
事
会
及
び
監

事
会
を
開
い
て
理
事
長
並
び
に
理

事
長
事
故
あ

る
と
き
の
代
理
者
、

代
表
監
事
及
び
代
理
者
の
互
選
を

行
な
っ
た
結
果
、
左
記
の
通
り
当

選
、
就
任
し
た
。

近
代
化
農
業
構
造
の
改
革
が
必

須
泡
な
り
、
機
械
化
が
叫
ば
れ
、

耕
地
の
集
団
化
・
区

画
整
理
に
よ

る
農
道
の
改
修
や
耕
地
整
理
な
ど

新
農
村
建
設
に
土
地
改
良
区

の
果

す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
く

、
今

後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

（

経

済

課

）

○

総
代

（
定
数
四
〇
名
）

栄

一
選
挙
区
（

定
数
八
名

）

後
藤

清
四
郎

、
後
藤
長

之
助
、

朽
木

松
吉
、
高
原
亀
蔵

、
熊
坂

蒭
蔵
、
菅
野
正
明

、佐

藤
豊
吉
、

林
元

衛

汁
二
選
挙
区
（

定
数
九
名

）

小
西
保
兵
衛

、
大
勝
藤
繁
、
吉

田
重
兵
工
、
八
島
建
次
郎
、
菊

地
忠
顕
、
佐
藤
正
一
、
松
浦
権

治
郎
、
奥
山

福
太
郎
、
岩
城
市

助
少
三
遑
挙
区

（
定
数
一
〇

名
）
　

武
田
新
右
工
門
、
野
崎
善
六
、

菊
地
唯
七
、
佐
藤
甫
、
宍
戸
武

雄
、
佐
藤
正
助
、
八
巻
志
逸
、

斎
藤
勘
吉
、
吉
田
忠
夫
、
後
藤

正
明

少
四
選
挙
区
（
定
数
八
名
）

毛
利
久
、
後
藤
甚
四
郎
、
志
村

重
次
、
佐
藤
一
、
松
浦
市
三
郎
、

阿
部
強
、
遠
藤
喜
平

、
高
橋
徳

五
郎

少
五
選
挙
区
（
定
数
五
名
）

斎
藤
太
三
郎
、
鈴
木
常
之
助
、

瀬
戸
源
治
、
佐
藤
平

治
、
板
橋

琢
治

○
役
員

理
事
長
　
　

八
島
建
次
郎

第
一
理
事
　

後
藤
　

万
七

第
二
理
事
　

後
藤
長
之
助

理

事
　
　
　

赤
井
畑
直
衞

仝
　
　
　
　

奥
山

福
太
郎

仝
　
　
　
　

宍
戸
　

武
雄

仝
　
　
　
　

毛
利
　
　

久

仝
　
　
　
　

松
浦

市
三
郎

仝
　
　
　
　
鈴
木
　
　
正

代
表
監
事
　
菅
野
　
正
明

第
一
監
事
　
菊
地
　
唯
七

第
二
監
事
　
岩
城
　
健
治

兩
陛
下

か
ら
か
こ
と
ば
賜
わ
る

八
島
氏
任
務
を
果
た
す

県
下
農
民
の
代
表
に
選
ば
れ

て
献
穀
田
の
奉
耕
に
当
っ
て
い

た
八
島
建
次
郎
氏
一
家
は
、
田

植
祭
後
丹
念
に
管
理
し
、
こ

の

ほ

ど
無
事
収
穫
を
終
り
、
十

月

二
十
四
日
宮
中
に
参
内
し
て
、

と

ど
こ
お
り
な
く
奉
納
し

た
。

県
経
済
部
長
、
農

政
課
長

に
附

添

わ
れ

た
同
氏
夫
妻
は
、
宮
城

内
北
車
寄

に
お
い
て
、
両
陛
下

に
拝
い
つ
、
天
皇
陛
下
よ
り
は

農
業
は
大
事
な
業
で
あ
る
の
で

よ
ろ
し
く
た
の
む
旨
、
ま
た
皇

后
陛
下
よ
り
は
農
家
の
労
を
ね

ぎ
ら
５

お
こ
と
ば
を
賜
わ
り
、

感
激
を
あ
ら
た
に
し
て
帰

郷
し

た
。渮

、
各
県
か
ら
奉
納

さ
れ
た

献
穀
は
、
宮
中
最
大
の
祭
事
で

あ
る
新
宮
祭
（
十

一
月
二
十
三

日
）
の
神
酒
・
神
饌

に
供
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

八
島
建
次
郎
氏

談

「
ま
こ
と
に
一
家
一
門
の
栄
誉

で
あ
り
ま
し
た
。
農
業
構
造
改

革
等
の
大
事
な
時

に
当
り
、
ま

す

ま
す

精
進
努
力
し
、
郷
土
の

産
業
振

興
に
っ
く
し
、
も
っ
て

両
陛
下

の
ご
期
待
に
そ
い
た
い

と
思
い

ま
す
。
」

議会だよリ

十
月
臨
時
議
会

十
月
十
六
日
町

議

会
臨
時
会
が
開
か
れ

「
上
水
道
拡
張
工
事

請
負
契
約
締
結
の
件

な
ど
三
件
」
審
議
可

さ
れ
ま
し
た
。
会

期
一
日
議
案

次
の
と
お
り
で
す

。（

総

務

課

）

記

日
程
慘
一
　

上
水
道
拡
張
工

事

請
負
契
約
締
結
の
件
（
町

長

提
出
淅

六
十
六
号
議
案

）

塚
野
目
・
西

大
枝
両
地
区

の

上
水
道
拡
張

工
事
に
つ
い
て

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
金

五
百
七
十
五
万
円

を
も
っ
て

川
崎
建
設
株
式
会
社
が
落
札

そ
の
工
事
請
負
契
約
に
つ
き

原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。’

日
程
栄
二
　

自
昭
和
三
十
六
年

度
至
昭
和
三
十
七
年
度
国

見

町
上
水
道
拡
張
事
業
費
継
続

年
期
及
び
支
出
方
法
書
変
更

の
件
（
同
汁
六
十
四

号
）
　

工
事
費
総
額
に
お
い
て
変
り

な
い
が
、
起
債
財
源
の
減
額

に
よ
っ
て
、
三
十
六
年
度
事

業
費
で
三
百
二
十
万
円
減
ら

し
、
三
十
七
年

度
工

事
費
で

三
百
二
十
万
円

を
増
額
す

る

こ
と
の
変
更
で
原

案
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

日
程
栄
三
　

昭
和
三
十
六
年
度

国
見
町
上
水
道
特
別
会
計
歳

入
歳
出
更
正
予
算
（
同
汁
六

・
十
五
号
）

歳
入
の
起
債
減
額
に
伴
っ
て

歳
出
の
上
水
道
拡
張
工
事
費

等
を
減
額
し
、
総
額
で
二
百

五
十
八
万
一

千
三
百
円
の
減

額
更
正
で
原
案
と
お
り
可
決

さ
れ
た
。

モーちゃん も一役
星野氏ら

入　賞

酪
農
業
の
振
興
を
は
か
つ
て
農

家
の
経
済
を
向
上
す
る
こ
と
は
、

時
代
の
進
運
に
伴
な
っ
て
ま
す
ま

す
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。
国

見
町
酪
農
業
協
同
組
合
（

組（
日
長

斎
藤
太
助
氏
）
で
は
、
去
る
十
月

十
二
日
、
観
月
台
公

園
で
、
第
一

回
酪
農
共

進
会

を
開
き

、
各
圸
区

か
ら
迴
ば
れ
た
二
十
頤

の
乳
牛

が

秋
晴
れ
の
空
に
髣

ぞ
ろ
い
し
、
モ

ー
モ
ー
と
元

気
な
声

で
に
ぎ
わ
っ

た
。
審
査

長
県
畜

産
組
合
鈴
木
技

師
ら
の
審
査

の
結
果

、
左

の
通
り

入

賞
し
た
。

○

経
産

の
部

第
一
位
　

星
野
　

昇
　

光
明
寺

第
二
位
　

熊
坂
　

一
　

内
谷

ひ
　
　
　

星
野
　

要
　

光
明
寺

第
三
位

宍
戸

栄

森
山

ひ
　
　
　

八
島
　

昌
　

藤
田

Ｏ
米
経
産
の
部

第
一
位一
　
野
村
　

肇
　

半
田

第
二
位
　

八
巻
文
治
郎
徳
江

り
　
　
　

熊
坂
惣

蔵
　

内
谷

第
三
位
　

石
川
暢
男
　

森
山

り
　
　
　

熊
坂
栄
一
　

内
谷

「
写
真
」
は
会
場
風

景

国
見
町

財
政
状
況

説
明
書
を
ご
ら
ん

下

さ
い

地
力
自
治
法
矛
二
百
四
十
四
条

米
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
本
年

九
月
十
日
現
在
の
本
町
財
政
状
況

説
明
書
を
次
の
よ
う
に
公
表
し
ま

す
か
ら

ご
覧
下
さ
い
。－

総

瀲

訝

）

記

一

、
公
表
の
日
時
　

十
一
月
二
十

日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
毎

日
午
前
八
時
三
十
分

か
ら

午
後
五
時
ま
で

一

、
公
表
の
場
所
　

国一
見
町
役
場

教
育
委
員

五
名

と
な
る

国
見
町
の
教
育
委
員
は
、
今

ま

で
三
名
だ
っ
た
が
、
十
月
一
日
か

ら
二
名
増
員
さ
れ
て
、
五
名
に
な

っ
た
。

つ
い
で
に
全
メ
ソ
、バ
ー
を
ご
紹

介

し
て
お
き
ま
す
。

教
育
委
員
長
　

武
見
弥
八
郎

仝
　

代
理
者
　

鈴
木
　
　

正

教

育

委

員
　

高
橋
　

千
詒

仝
　
　
　
　

佐
藤

光
一

教
　

育
　

長
　

春
日
　

悁
幸

死
の
裁
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

ツ
連
に
お
け
る
大
型
水
爆
実
験

に
と
も
な
い
、
相
当

量
の
放
射
性

物
質
の
降
下

が
予
想
さ
れ

、
す
で

に
国
内
各
地
で
数
万

乃
至
数
十
万

カ
ウ
ソ
ト
に
達
す
る
観
測

が
あ
っ

た
こ
と
が
新
聞
ソ

フ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
等
で
報
ぜ
ら
れ
て

い
ま
す
。
県

に
お
い
て
も
、
医
科
大
学
、
衛
生

研
究
所
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
測

定
を
し
、
対
策

の
研

究
に
っ
と
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
と

り
あ
え
ず
、技
術
科
学
庁
、厚

生
省

及
び
気
象
庁

の
専
門
家
に
よ
っ
て

協

議
発
表
さ
れ
た
次
の
こ
と
を
よ

く
守
っ
て
、
目
に
見
え
な
い
死

の

灰

を
防
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

記

一
、
放
射
能
雨
に
ぬ
れ
た
と
き

は

入
浴
な

ど
で
洗

い
お
と
す

。

二

、
開
放
式
井
戸
や
雨
水
の
入

る

お
そ
れ
の
あ
る
河
水
に
は
、
雨

水
が
入
ら
な
い
よ
う
ふ
た
を
設

け

る
。

三
、
天
水
の
利
用
者
は
ろ
過

を
励

行
す
る
。
ろ
過

は
通
常
の
砂
通

し
又
は
木
炭
を
加
え
た
ろ
過
で

よ
い
。

四
、
’
野
菜
、
果
物
な
ど
は
充
分

に

水
で
洗

う
。
中
性
洗
剤
を
使
え

ば
な
お
良
い
。

五
、
根
菜
類

こ
獣
類
・
魚
介
類
の

汚
染
屎

は
す
く
な
い
。

Ｏ
国

見
町

の
水
道
は
こ
れ
ら
の
影

響
を
う
け
な
い
の
で
安
心
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

（

厚

生

課

）

塚
野
目
、
大
枝

に
も
上
水
道

去

る
十
月
十
六
日
、
本
年
度
施

行
拡
張
工
事
を
五
社
で
競
争
入
札

の
結
果
、
さ
き
に
簡
易
水
道
工
事

を
施
行
し
た
川
崎
建
設
株
式
会
社

が
金
五
七
五
万
円
で

落
札
決
定
し

た
。
地
域
の
方
々
多
年
の
願
い
で

あ
っ

た
塚
野
目
・
大
枝
線

の
工
事

も
、

い
よ
い
よ
十
一
月
十
五
日
着

工
三
十
七
年
二
月
十
五
日
完
工
の

予
定
と
き
ま
っ
だ
。

渮
道
路
の
捌
り
お
こ
し
等
に
よ

る
通
行
人
に
対
す
ろ
迷
惑

を
最
少

限
度

に
止
め
る
た
め
、
突
貫
工
事

で
進

め
た
い

の
で
、
町
民
各
位
の

ご
協
力
を
希
望
し
て
い
る
。

【
写
真
】
は
工
事
川
資
材
の
山

絹
子
ち
ゃ
ん

お
め
で

と
う

県
赤
ち
ゃ
ん

大
会
に
入
選

十
一
月
三
日
県
庁
で
行
わ
れ
た

十
六
回

福
島
県
優
良
児
コ
ソ
テ
ス

ト
に
、
森
山
字
新
田

の
吉
田
絹
子

ち
ゃ

ん
（
三
五
・
八
・
二
五
生
・
保

護
者
昭
一
）
が
、
県
下
七
名
の
中

に
入
っ
て
表
彰
さ
れ
た
。
少
く
生

ん
で
よ
く
育
て
よ
と
い
う
が
、
お

母
さ

ん
達
の
育
児
の
努
力
が
み
の

っ
た
も
の
と
隘
質
に
た
え
な
い
。

グ
ル
ー
プ
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ

婦
人
学
級
を
汐

◇
ラ
ジ
オ（
慚
二

放
送
）

毎
週
月
腥

日

午
後
七
、
四
〇
～
八
、
〇
〇

◇
テ

レ
ビ（
教
育
テ

レ
ビ
）

毎
週
木
曜
日

午
後
八
、
〇
〇
～
八
、
四
〇

○

固

定

資

産

税

第

鈿

期
・

申

告

所

得

税

第

二

期

の

納

期

は

十

一

月

三

十

日

限

り

で

す



血
で
彩
っ

仁
交
通

安
全
運
動

高
橋
君
の
犠
牲
を

ム
ダ
に
す
る
な

十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
皮

肉
に
も
、
こ

の
期
間
中

に
、
桑
折
誓
管
内
に
は

い
つ
も
よ
り
多

い
四

件
の
交
通
事

故
が
あ
り
、
特

に
最
後

の
日
に
は

す
べ
て
の
交
通

安
全
運

動
も
終
ろ

う
と
し
た
夕
刻
、
突
如

と
し
て
県

北
中
一
年
生
高
橋
繁
夫
君

の
い

た

い
た
し
い
遭
難
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
。今

回
の
ス

ロ
ー

ガ
ン
「
交
通
事

故
か
ら
幼
児
を
守
ろ
う
」

と
い
う

趣
旨
に
そ
い
、
桑
折
警
察
署
で
は

九
月
二
十
六
日
交
通
安
全
協
会
の

部
会
長
会
議
を
開
い
て
婦
人
会

の

動
員
を
決
定
し
、
更
に
十
月
七
日

管
内
の
婦
人
会
長
と
小
中
学
校

の

補
導
柤
当
の
先
生
方
の
お
集
ま
り

を
頂
い
て
、
運
動
推
進
方
法
に
つ

い
て
打
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
期
間
中
は
、

婦
人
会
を
は
じ
め
、
先
生
方
、
児

童
生
徒
多
数
の
ご
参
加
を
得

て
、

は
な
ば
な
し
く
運
動
を
展
開

し
、

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
よ
ろ
こ

ん
だ
と
た
ん
の
で
き

ご
と
で
あ
っ

た
の
で
、
ま
こ
と
に
残
念

な
こ
と

で
あ
り
、
お
気
の
毒
な
こ

と
で
し

た
。
し
か
し
、
期
間
後
に
、
ず
っ

と
事
故
が
緘
っ
た
の
は
、
や

は
り

こ
う
し
た
こ
と
が
刺
戟

と
な
り
、

み
ん
な
が
注
意
し
て
い
る
た
め
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

ど
う
か
こ
れ
か
ら
は
、
運
転
者

も
歩
行
者
も

、
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
交

通
規
則
を
守
っ
て
事
故
の
絶
無
を

期
し
た
い
も
の
で
す
。

［
写
真
］
は
森
江
野
交
通
安
全
会

の
パ
レ
ー
ド
（
上
）
と
、
ふ

る
事
故
の
現

場（
下

）

侵
さ
ず
、
侵
さ
れ
ぬ
人
指

世界人権デーによせて 来
月
十
日
は
、
世
界
人
権
宣

言
十
三
周
年
記
念
日
に
当

り
ま

す
。
こ
の
日
を
中
心

と

し
て
、
今
か
ら
、
人
権

擁
護
に
か
か
る
い
ろ
い

ろ
の
行
事
が
、
各
地
で

催
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
当
国

見
町
で
法
律
相
談
を
聞

き
ま
し
た
が
、
今
年
は

桑
折
町
に
聞
催
さ
れ
ま

す
。
日
時
が
き
ま
り
次

オ
、
改
め
て
御
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

私
達
の
住
む
今
の
社
会

で
は
、
い
ろ
い
ろ
の
法

律
や
制
度
が
あ
っ
て
、
私
達
の

生
活
を
護
っ
て
呉
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
個
人

の
尊
重
と
い
う
大
眼
目
を
基
盤

と
し
て
出
来
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
日
の
世
相
は
、
自

由
観
の
行
き
す
ぎ
や
暴
力
等
に

よ
っ
て
、
屡
々
人
権
を
把
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
私
達
の
身
近
に

も
、
旧
来
の
し
ぎ
た
り
な

ど
か

ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
大

切
な
権
利
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵

し
た
り
し
て
い
る
例
が
少
な
く

お
り
ま
せ
ん
。
お
互
に
、
自
分
の

権
利
を
守
る
と
共
に
、
相
手
方

の
権
利
も
認
め
て
、
個
人
個
人

を
尊
び
合
い
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
に
、
人
権
擁
護
委

員
の
制
度
が
施
か
れ
、
各
町
に

私
達
の
よ
う
な
委
員
が
あ
っ
て

皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
、

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
御
相

談
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
に
お
導
き
し
た
り
、
お
互
に

協
力
し
て
、
侵
さ
れ
た
り
、
侵

し
た
り
し
な
い
明
る
い
社
会
や

家
庭
の
建
設
に
努
力
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、
訴
訟

な

ど
に
よ
っ
て
、
自
分
の
権
利

が

犯
さ
れ
ぬ
よ
う
主
張
し
よ
う
と

し
て
も
、
貧
困
の
た
め
訴
訟
出

来
ず
に
泣
き
寝
入
り
に
・
な
っ
て

し
ま
５

よ
う
な
方
々
の
た
め
に

訴
訟
費
用
を
支
給
す
る
制
度

が

で
き
て
お
り
ま
す
。
財
団

法
人

福
祉
協
会

福
島
支
部
が
そ
れ
で

す
。
若

し
、
こ
う
し
た
お
困

り

の
お
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
私
達

に
申
し
出

で
下
さ
い
。

国

見
町
人
権
擁
護
委
員

早
田
　
　

盛

佐
藤
善
次
郎

毛
利
　
　
久

成
人

者

名

簿

自
昭
和
十
六
年
四
月
二
日
生

至
昭
和
十
七
年
四
月
一

日
生

あ
な
た
は
も
れ
て
い
ま
せ
ん
か

も
れ
て
い
た
ら
す
ぐ
公
民
舘
（
役

場
内
）
又

は
近
く
の
小
学
校
に
申

出
て
下

さ
い
。

○
現
在
町
内
に
居
住
し
て
い
る
者

○
現
在
居
な
く
と
も
成
人
式
当
日

（
一

月
十
五
日
）
帰
っ

て
来
て

成
人
式

に
参
加
す
る
者

口
口
口

［
小
坂
］
佐
藤
孝
一
、古

内
和
雄

、

安
藤
千
枝
子
、
吾
妻
明
子
、
山
田

信
雄
、
遠
藤
武
、
野
村

春
吉
、
佐

久
間
節
子
、
安
積
清
美
、
斎
藤
誠

一
、
後
藤

セ
イ
子
、
佐
藤
知
昭
、

佐
藤
郁
子
、
佐
藤
浩
子
、
一
条
（

ツ
イ
、
斎
藤
勝
美
、
佐
藤
征
市
、

斎
藤
セ
ツ
子

【
鳥
取
一

林

ク

气

渡
辺

ア
ヤ
子
、

遠
藤
春
夫
、
遠
藤
清
、
高
橋
洽
、

佐
藤
（

ツ
エ
、
高
原

長
吉

【
内
谷
】
赤
坂
勝
子
、
菅
野
一
子
、

鴨
田

太
作
、
赤
坂
富
夫

、
菅
野
セ

ツ
子
、
鴨
田

文
子
、
安

藤
信
子
　

［
泉
田
］
重
田
武
夫
、
後
藤
圭

子
、

佐
藤
キ
ミ
子
、
佐
藤

卜
ζ丶
子
、
根

岸
三
十
郎
、
高
橋
歳
子
、
一
条
善

明
、
仲
野
国

男
、
仲

野
周
美
、
梅

谷
長
三
、
阿
部
況
、
渡
辺
直
一
、

山
田

セ
ツ
子

【
藤
田
一

赤
塚
満
江

、
佐
藤
健
次

、

最
上
峻
、
滝
川

Ｉ
イ
子
、
菅
野
栄

子
、
木
間
と
し
子
、
奥
山
ト
モ
子
、

桐
正
勝
、
二
階
堂
次
男
、
Ξ
品
胖
、

渡
辺
睦
子
、
木
田

和
子
、
菅
野
伸

治
、
野
村
弘
右
、
鈴
木
英
明
、
徳

江

キ
ヨ
、
佐
久
間
幸
子

、
土
屋
道

子
、
佐
藤
靖
子
、
阿
部

ミ
ツ
子
、

菅
野
一
明
、
高
橋
シ
ミ
子
、
斎
藤

文
忠
、
黒
田

輝
、
斎
藤
昭
夫
、
星

百
合
子
、
吉
田

豊
美
、高
橋
笑
子
、

八
島

マ
サ
子
、
高
橋
善
勝
、
高
橋

忠
美
、
高
橋
幸
治
、
浅
野
武
志
、

高
橋
宏
、
市
川
国
雄
、
松
浦
博

「
石
母
田

」
荒
則
雄

、斎
藤
ト
モ
、

佐
藤
博
子
、
斎

藤
ト
キ
子
、
藤
田

千
代
子
、
佐
藤
洋
子
、佐
藤
清
子
、

阿
部
正
子
、
阿
部
捷
子
、
佐
藤
長

喜
、
阿
部
政
子
、
阿
部
靖
博
、
宍

戸

サ
キ
子
、
松
浦
英
雄

、
菊
地
恒

夫
、
菊
地
興
道
、
佐

々
木
実
、
菊

地

キ
ヨ
、
佐
々
木
正
子
、
菊
地
徳

雄［
森
山
］
宍

戸
洋
平
、
瀬
戸
光
世
、

斎
藤
光
子
、
遠
藤
ツ
ネ
、
佐
藤
美

代
、
佐
藤
忠
男
、
佐
久
間
幹
雄
、

佐

久
間
益
郎
、
渋
谷
光
世
、
佐
藤

好
子

、佐
久
間
健
三
、須
賀
惣
二
、

吾
妻

タ
カ
子
、
佐
藤
房
江
、
相
沢

東
美
子
、
佐
藤
隆
造
、
石
川
敏
子
、

吉
田

ト
ミ
、
佐
藤
淳
一
、
吉
田
隆

義
、
佐
藤
勝
次
、
佐
藤
日
出
、
吉

田

タ
ケ
子

［
徳
江
］
大
戸
金
雄
、
斎
藤
新

一
、

八
巻
照
子
、
佐
藤
喜
美
子
、
斎
藤

ク
ェ
、
八
巻
イ
ワ
子
、
八
巻
福
雄
、

八
巻
ヒ
ロ
、

渡
辺
宏
、
南
栄
子
、

八
巻
喜
彦
、
宍
戸
善
一
、
本
多
一

男
、
佐
野
亀
吉
、
後
藤
功
、
村
上

隆
、
村

上
晴
夫
、
実
沢
前

、
徳
江

征
一
、村

上
美
江
子
、
村
十
邦
男
、

徳
江

ゆ
う
子
、
徳
江
政
男

【
塚

野
目
】
菊
地
功
、
佐
久
間
系

子
、
佐
久
間
利
隆
、
佐
久
間

愛
子
、

佐

久
間
光
子

［
貝
田
］
大
沼
ヒ

气

佐
藤

啓
次
、

松
田

ス
ミ
子
、
渡
部
よ
し
い
、
佐

蔟
雪
子
、高
橋
正

二

高
橋
正

古
、

佐
藤
雅
子

、
丸
山
芳
子

【
大
木
戸
】
半
沢

恵
里
子
、
上
沢

芳
正
、谷

津
ミ
ツ
子
、阿
部
信
子
、

松
浦
イ
ミ
子
、
阿
部
智
義
、
松
浦

英
子
、
浅
野

カ
ツ
イ
、武

田
綾
子
、

小
野
ヨ

シ
ノ
、
村
上
利
雄

、
渡
辺

時
代

【
高
城
】
佐
藤
久
男

、
佐
藤
美
枝

子
、
渡
辺
キ
ヌ
、
八
鳥
幸
子
、
八

島
智
子
、
佐
藤
喜
代
子
、
高
橋

ミ

ネ
、
志
村
ト
ミ
、
村
上
果

［
光
明
寺
］
遠
藤
正
男
、
渋
谷
ア

ツ
、
斎
藤
祥
朗
、
渋
谷

ヨ
シ
コ
、

松
浦
ミ
ツ
、
毛
利
子
五
子
、
藤
江

安
枝
、
松
浦
鉄
雄
、
遠

藤
キ
ミ
　

［
西
大
枝
］
古
川
敏
子

、
井
砂

キ

ヌ
、
玉

手
洋
子
、
玉
手
忠
七
、
板

橋
知
子
、
松
浦
常
夫

、
野
田

ヨ
シ

エ
、
松
浦
政
男
、
佐
藤
フ
ミ
エ
、

佐
藤
昭
元
、
小
林
一
正

、
小
林
功

一【
川
内
】
鈴
木

昭
子
、
富
山

ト
キ

ョ
、
木
村
洋
子

文
化
住
宅
に
ど
う
ぞ
・：

二
〇
戸
ま
も
な
く
完
成

国

見
町
で
は
昭
和
三
十
六
年
度

の
事
業

と
し
て
山
崎
滝
山

地
内
に

二
〇
戸

の
公
営
住
宅
を
建
設
中
で

あ
る
が
、
ま
も
な
く
完

成
す

る
の

で
、
入
居
希
望
者
は
申
込

ま
れ
る

よ
う
望

ん
で
い
る
。

こ
の
住
宅
は
一
戸
二
九

’
七
平

方
メ
ー
ト
ル
（

九
坪

）
木

造
平
屋

妣

、
総
工
費
五
八
五
万
円

、
国
見

建
設
工
業
協
同
組
合
（
組
合
長
須

田
滋
一
氏
）
が
請
負
い
、
八
月
三

十
日

に
着
工

し
、
十
一
月
一
一
日
上

棟
式

を
行

な
い
、
十
一
月
末
日
完

成
の
見
込
み
で
あ

る
。
萱

尸
に
水

道
の
設
備
あ
り
、
家
賃
は
月
千
二

百
円
内
外
の
予
定
。
渮
詳
し
い
事

は
追
っ
て
告
示
す
る
と
の
こ
と
。

【
写
真
】
は
完
成
近
い
住
宅

明
る
い
村
づ
も

大
杢
尸
地
区
の
ソ
フ
ト
大
会

防
犯
協
会
大
木
戸
支
部
で
は
、

体
育
や
レ
タ
リ
Ｉ
Ｉ

シ
ョ
ン
を
通

し
て
地
区
民

全
体
が
一
つ
心
に
な

り
、
相
互
協
力

に
ょ
っ
て
犯
罪
や

事
故
を
な
く
し

、
明
る
い
村
づ
く

り
に
立
上
ろ
う

と
、
昨
年
か
ら
地

区

民
の
親
善
ソ
レ
ト

ボ
ー
ル
大
会

を
実
施
し
て
い
る
。
今

年
も
秋
晴

れ
の
十
一
月
六
日
、
五
つ
の
部
落

チ

ー
ム
に
学
校
、
農
協

の
両
チ

ー

ム
計
七
チ
ー

ム
参
加
、
拡
張
整
備

さ
れ
た
大
木
戸
小
学
校
で

フ
ソ
ヂ

で
な
ご
や
か
な
熱
戦
が
行
な
わ
れ

た
ｔこ

の
大
会
は
、
あ
く
ま
で
も
地

区
民
の
協
力
理
解
を
深

め
、
明
朗

健
全
な
大
木

戸
地
区
を
建
設
し
よ

う
と
い
う
ね
ら
い
に
そ

い
、
経
費

な

ど
は
各
部
落
や
参
加
団
体
が
積

極
的
に
負
担
し
、
企
画
運
営
に
当

っ
た
八
島
副
会
長
を
中
心
に
、
部

落
、
学
校
、
農

協
外
各
種
団
体
が

き
わ
め
て
統
制

あ
る
参
加
態
勢
に

よ
っ
て
、
盛
会
裡
に
終
ｒ

し
た
。

筒
開
会

に
。先
だ
ち
「
働
く
青
少

年
」
を
激
励
す
る
た
め
い
地
区

内

で
新
聞
配
達
を
し
て
い
る
一
条
清

文
君
ら
十
名
の
学
童
生
徒

に
表
彰

状
と
賞
品
を
授
与
し
、
一
層
の
健

闘

を
祈
っ
た
こ
と
は
、
木
大
会
に

一
段
の
光
彩
を
そ
え
る
も

の
と
、

参
会
者
一
同
の
好
評
を
摶
し

た
。

試
合

は
夕
刻
ま
で
続
き

、
熱
戦

の
末
、
優
勝
貝
田

、
二
位
山

根
、
三

位
小
学
校
と
い
う
こ

と
に
な
り
、

山
の
よ
う
か
賞

品
及

び
全
員
に
参

加
賞
を
も
ら
っ

て
、
に
こ

に
こ

Ｉ

ぱ
い
の
顔
で
解

散
し
た
。
も
ち
ろ

ん
来
年
の
汁
三

回
も

期
待
さ
れ
、

森
江

野
の
親
子
盆
踊
り

に
並
ぶ
大

木
戸
名
物

に
な

り
そ
う
で
あ
る
。

郷
土
の
は
ま
れ

表
彰
者

ぞ
く
ぞ
く

○
国

見
町
農
業
委
員
会

興

業
改
善
を
目
ざ
し
土
地
の
造

成
改
良

、
農
家
台
帳
の
整
備
な

ど
農
村
振
興
計
画
一
連
の

事
業

を
推
進
し
、
更
に
本
年
度

よ
り

小
作
地
解
消
運
動
を
強
力

に
展

開
し
て
顕
著
な
成
果
を
挙
げ

た

な
ど
に
ょ
り
、
十
一

月
四
日
郡

山
市

に
開
催
の
汾
六
回
県
下
農

業
委
員
大
会
に
、
県
農
業
会
議

会

長
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

○
板

橋
秀
雄
氏
（
厚

生
課
）

寄

生
虫
予
防
に
努
力
し
、
モ

の

成
績
見

る
べ
き
も
の
お
り

と
し

て
、
県
寄
生
虫
予
防
協
会
長

か

ら
表
彰

さ
れ
た
。

○
渡
辺

よ
し
え
氏
（
厚

生
課
）

保
健
婦
と
し
て
地
域
の
た
め
に

永
年
勤
続
し
、
そ
の
業
績
顕
著

な
も
の
と
し
て
日
本
公

衆
衛

生

協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

○
佐
藤
福
寿
氏
（
厚
生
課
）

公

衆
衛

生
事
業
の
水
道
普
及

の

た
め
努
力
し
、
そ
の
運
営
よ
ろ

し
く
功
績
顕
著
で
あ
る
の
で
県

水
道
協
会

よ
り
表
彰
さ
れ
た
。ヽ

○
国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会

昭
和
三
十
六
年
八
月
十
一
日
行

わ
れ
た
県
知
事
選
挙

に
優
秀
な

投
票
成
績

を
収
め
た
こ

と
に
よ

り
福
島
県
選
挙

管
理
委
員
会
委

員
長
よ
り
表
彰

さ
れ
た
。

○
森
江
野
交
通
安
全
会

県
警
察
本
部

長
及

び
県
交
通
安

全
協
会
長
よ
り
表
彰
。

完
成

間
近

い

県
北
中
増

築
工

事

県
北
中
の
校
舎
増
築
工
事
は
、

十
月
の
異
状
天
候
で
少
し
遅
れ
た

が
、
関
係
者
の
努
力
で
完
成
も
間

近

い
。

こ
の
増
築
坪
数
は
二
〇
一
坪
（

教
室
六
、
職
員
分
室
、
昇
降
口
、

便
所

）
で

、
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば

来
年
の

生
徒
数
が
最
大
の
年
で
も

普
通
教
室
二
五

は
も
ち
ろ
ん
、
若

干

の
特
別
教
室
も
確
保
で
き
る
。

更

に
こ

の
新
校
舎
の
南
側
に
特
別

教
室
（
技
術
実
習
室
二
）
約
四

七

坪

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の

三

年
生
も
、
た
と
え

短
い
期
間
で

も
新
し
い
技
術
実
習
室
で
勉
強
が

で
き
る
よ
う
に
と
、
こ
の
方
は
町

直
営
工
事
で
既
に
着
工

さ
れ
、
本

年
中
に
完

成
す
る
意
気
込
み
で
あ

る
。
も
一
つ
、
自
転
車
置
場
だ
が
、

こ
れ
は
契
約
も
済
み
、
材
料
も
そ

ろ
っ
て
い
る
が
、
他

の
工
事
と
の

関
係
も
あ
っ
て
完
成
は
十
二
月
に

な
る
由
。

（

連

青
機

関
紙
）

「

せ

い

ね

ん
く

に
み

」
第
９
号

を
発
行

国

見
町
連
合
背
年
団
（
団
長
若

林
清
一
君

）
で
は
こ
の
ほ
ど
、
団

活
動
の
周
知
徹
底
と
啓
発

を
図
り

団
員
相
互
の
瀲
見
女
換
や
文
芸
活

動
の
塲
を
提
供
す
る
た
め
、
機
関

紙
「
せ
い
ね
ん
く
に
み
」
士
九
号

を
発
行
し
、
団
員

に
配
っ
た
。
こ

れ
は
文
化

部
（

部
長
佐
野
喜
代
志

君

）
が
中
心
と
な
り
、
幹
部
総
が

か
り
で
編
集
、
孔
版

、
印
刷
に
当

り

、
五
二
頁
に
及
ぶ
大
冊
で
、
内

容
形

態
共

に
み
ご
と
な
も
の
で
あ

る
。
特
に
舘
報
連
載

の
「
百
姓
の

妻
に
な
り

た
く
な
い
云
々
」

の
や

り
と
り
記
事
を
再
録
し
、
ま
た
こ

れ
に
対
す

る
団
員
の
感
想
文
な
ど

を
掲
載
し
て
団
員
に
対
す

る
問
題

提

起
を
し
て
い
る
の
は
注

目
に
あ

た
い
す
る
。

○

火

事

と

交

通

事

故

を

な

く

し

ま

し

よ

う

編集 後記
「
く
に
み
」
も
よ
う
や
く
五
十

号
と
な
り
ま
し
た
。
５

ず
高
く

積
ま
れ
た
原
稿

の
山
を
な
が
め

、
こ
の
間
常
に
ご
愛
読
を
た
ま

わ
り
、
い
ろ
い

ろ
と
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
い
た
だ
き

、
特
に
玉
稿

を
お
寄
せ
下
さ
れ
た
皆
々
様
に

心

か
ら
お
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ぉ
願
い
い

た
し
ま
す
。

筒
、
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
、
建
設

的
な

ご
意
見
、
団

体
や
グ
ル
ー

プ
の
お
た
よ
り

な
ど
、
原
稿
を

お
寄
せ
下
さ
い
。
写
真
を
お
添

え
下
さ
れ
ば
爾
更
結
構
で
す
。

用
紙
・
写
真
の
大
き
さ
な
ど
、

何
で
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
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